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庭
園
式
（
み
だ
れ
づ
み
）
石
垣
工
事
完
成

・
は
、
昨
年
十
方
第
五
回
目
瞭
席
の
た
め
、
夏
季
邑
体
に
続
き
、
再
変
盲
井
田
に
、
全
町
民
挙
け
て
蓋
え
申
し

「『‥諺へ．熱‥▼■〟義一l．・■‥■■．‥一

上
げ
た
こ
と
は
、
未
だ
・
■
記
憶
に
あ
た
ら
し

い
こ
と
で
あ
ゎ
音
す
。

皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
す
る
に
当
久
町

で
は
、
後
世
に
残
る
立
派
な
記
念
事
業
を

計
画
、
植
討
し
た
結
果
、
役
場
広
塩
の
国

道
他
の
石
山
一
を
、
小
長
井
町
持
産
の
石
材

（
自
然
石
）
を
便
っ
て
の
工
事
を
考
案
し

た
。
頻
起
町
内
石
材
業
者
の
奇
娼
把
よ
り

東
長
崎
肌
古
皆
の
曲
観
園
の
請
負
ね
よ
っ

て
、
庭
園
式
（
み
た
れ
税
）
石
垣
工
卓
が

見
事
完
放
し
ま
し
た
。

国
些
一
〇
七
母
線
の
完
成
の
あ
か
つ
き
把

は
、
他
県
車
輌
の
通
行
も
多
数
に
を
カ
、

町
民
は
勿
論
、
こ
れ
ら
ド
ラ
イ
バ
一
連
の

臼
を
楽
し
せ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
ひ

原
石
寄
贈
者
名
（
ィ
ロ
ハ
噸
）

池
田
石
材
。
大
木
石
材
・
川
衣
石
材

岸
川
石
材
・
古
労
組
・
楕
水
石
材
・

島
崎
工
業
。
飯
石
勧
・
田
島
石
材
。

塚
副
石
材
・
中
村
石
材
。
日
昌
産
業

平
田
石
村
・
馬
渡
石
材
・
村
山
石
材

森
建
設
・
森
組
以
上
十
七
業
者
の
方
々

か
ら
原
石
約
匹
O
U
ト
ン
の
寄
贈
を
受
け

せ
し
た
D
弦
に
牢
く
お
礼
射
し
上
げ
ま
す
C

長
崎
県
町
村
交
通
災
害
共
済
へ

加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
こ
ろ
虻
、
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
毎
日
毎
日
交
通
事
故
が
先
生
し

歩
「
‥
者
も
、
車
も
人
も
危
険
匠
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
け
が
さ
か
た
方
虻
‥
甫
偵
費
が

か
か
カ
、
遺
族
の
方
々
控
首
活
に
皿
三
方

が
多
く
な
っ
て
い
せ
す
。

咋
任
四
月
一
日
か
ら
県
下
七
十
二
田
村
が

一
体
と
在
っ
て
一
日
一
日
竺
二
」
ハ
O
H
の

少
敗
走
掛
金
を
し
て
車
互
把
助
け
合
う
た

め
田
村
交
辿
災
苫
共
済
制
壁
を
つ
く
幻
早

ヤ
ー
蟹
に
夜
力
ま
す
。
長
崎
県
下
で
咋
宜

交
通
専
政
で
一
五
二
人
が
死
亡
し
、
〓
、

〇
二
四
人
か
け
が
を
し
て
い
ぜ
す
。

一
五
二
人
の
死
亡
者
の
う
ち
一
二
万
し
か

共
済
に
加
入
し
て
ぃ
ま
せ
ん
。
町
内
の
巷

奴
で
加
入
し
て
い
を
h
人
が
大
分
い
ま
し

た
。
咋
産
は
初
産
勝
て
加
入
率
は
一
二
項

の
低
率
で
し
た
の
で
今
庄
は
ぜ
ひ
家
族
全

員
加
入
す
る
よ
う
ふ
す
す
め
し
ず
す
。

1
会
員
の
資
枯

速
町
に
属
庄
し
仕
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
、
又
は
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人

2
共
済
軌
蘭
及
会
食

昭
和
凶
十
王
生
四
月
一
日
よ
旦
昭
和
凶

十
六
隻
二
月
三
十
一
日
ぜ
で
、
夜
お
中
途

で
申
込
軍
新
た
方
は
申
込
の
日
か
ら
会
員

と
走
力
せ
す
。
会
缶
は
一
人
三
大
〇
円
で

す
（
由
途
で
加
入
さ
れ
た
易
含
も
）

3
対
象
と
を
る
交
通
事
故

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
が
四
月
一
日
か
ら
発
足
し
ま
す

こ
の
制
寛
の
趣
旨
は
身
体
又
は
、
精
神

に
障
害
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
心
身
障
害
者
で

将
来
独
立
し
て
自
活
出
来
な
ぃ
と
認
め
ら

れ
る
者
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
を

加
入
者
と
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会

（
生
命
保
険
会
社
二
〇
社
と
生
箔
保
険
約

款
を
締
結
し
て
い
る
）
と
保
険
契
約
を
純

結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
が
事
業
主
体

と
カ
T
り
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
と
し

て
加
入
者
よ
カ
掛
金
を
納
め
て
も
ら
ぃ
、

加
入
者
が
死
亡
又
は
、
廃
疾
の
状
態
に
を

っ
た
場
合
「
障
害
者
に
対
し
て
月
二
万
円

の
茸
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
帖

害
者
の
生
活
を
保
障
し
、
そ
の
福
祉
を
増

進
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
後
顧
の
憂

い
を
を
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
・
で

す
。

尚
経
済
的
に
凶
窮
し
て
い
る
人
（
生
活

保
滋
を
受
け
て
い
る
も
の
）
　
の
加
入
務
聖

者
で
掛
金
の
納
付
凶
座
そ
方
に
対
し
て
は

県
が
こ
れ
姦
助
す
る
こ
と
に
在
っ
て
い

ま
す
。

一
、
対
象
者

心
身
障
害
の
た
め
将
来
独
立
し
て
自
活

す
る
こ
と
が
凶
難
と
、
認
め
ら
れ
る
次
の

障
害
者

1
精
神
薄
弱
者
（
知
能
指
数
七
五
以
下
）

2
身
体
障
害
者
で
障
害
の
程
墜
が
、
一
般

か
ら
三
級
迄
厄
該
当
す
る
者

3
精
神
又
は
、
身
体
に
水
続
田
な
障
害
を

有
す
る
着
で
そ
の
程
度
が
師
現
に
掲
げ

る
等
級
と
同
程
鑑
と
認
め
ら
か
る
者

二
、
保
護
者
（
加
入
資
格
者
）

前
記
対
染
者
を
扶
養
す
る
者

，l L

障
害
者
の
配
偶
者
、
由
系
血
族
、
兄

弟
如
妹
、
又
は
胤
族
。

2
　
親
族
で
は
妾
い
が
事
実
上
親
族
と
同

権
の
地
係
で
障
害
者
を
扶
養
す
る
者
。

二
r
加
入
の
覧
格

小
長
井
町
に
住
所
を
海
す
る
、
四
五
才

未
満
て
特
別
の
疾
病
、
又
蛙
障
害
を
有
せ

ず
保
険
契
約
の
対
象
と
を
カ
得
る
考

出
し
太
年
鑑
に
触
り
年
令
の
制
限
を
大
玉

才
迄
と
す
る
。

捏
、
保
保
科

加
入
者
の
年
令
三
五
才
未
満

月
故
　
「
0
0
0
円

三
五
才
～
匹
五
才

月
恵
　
「
三
〇
〇
円

匹
五
才
以
上

月
番
　
「
五
〇
〇
円

蟹
令
は
匹
月
一
日
の
病
症
令
把
よ
る
。

単
ハ
五
才
以
上
の
加
入
者
は
保
険
料
の
払

込
助
蘭
を
二
〇
任
と
す
る
。

五
、
任
金
の
給
付

加
入
者
が
死
亡
、
又
は
廃
疾
に
を
っ
た

喝
は
そ
の
者
が
扶
養
し
て
い
た
対
象
者
に

対
し
て
月
板
約
二
万
H
の
給
付
金
を
支
給

す
る
。

又
加
入
者
の
生
存
由
に
そ
の
扶
養
す
る
対

象
者
が
、
死
亡
し
た
時
は
加
入
者
に
対
し

約
二
万
H
の
弔
慰
金
を
支
給
す
る
。

但
し
加
入
助
蘭
が
一
任
未
満
の
場
合
は

こ
の
眼
力
で
在
h
。

六
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役
揚
民
望
係

に
観
相
談
下
さ
い
。

日
本
国
内
で
汽
車
、
屯
車
、
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
自
転
車
、
荷
車
、
定

期
旅
客
船
、
旅
客
機
、
歩
行
者
又
は
乗
車

中
の
者
が
死
亡
し
た
ヵ
け
が
し
た
ヵ
す
る

こ
と
。

4
．
申
込
受
付
及
方
法

申
込
は
三
月
一
日
か
ら
受
付
け
で
す
。

総
務
課
窓
口
又
は
班
長
さ
ん
に
串
込
書
に

住
所
、
氏
名
、
年
鑑
月
日
等
記
入
し
会
費

（
一
人
三
大
〇
杓
）
を
添
え
申
込
ん
で
下

さ
い
。

5
見
舞
金
の
支
給
申
乱
撃
丁
続

専
政
把
あ
っ
た
と
き
は
事
故
を
取
扱
っ

た
警
察
署
の
交
通
事
故
証
明
崇
及
医
帥
の

診
断
書
を
と
h
ざ
エ
せ
、
会
員
証
と
印
か
ん

を
も
っ
て
総
務
課
忙
中
出
て
下
さ
い
。
左

お
申
請
手
続
は
災
害
を
受
け
た
日
か
ら
一

生
以
内
、
災
害
が
加
重
の
場
合
把
あ
っ
て

は
災
害
を
受
け
た
日
か
ら
二
伍
以
円
と
宏

っ
て
お
力
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
係

員
把
お
た
ず
た
下
さ
い
。

6
共
済
助
胤
中
の
共
済
矢
効

会
員
が
共
済
助
間
中
、
町
外
に
転
出
し

た
易
合
で
も
効
力
は
失
い
・
で
せ
ん
。

7
災
聖
口
見
舞
金

米　災　害　見　舞　金　米

等　 級 災　 害　 の　 程　 度　　　 t見 舞金飯

1　級 死　　 亡 5 0万円
2　 級 一括墟助蘭が 1年以上の場合

1 5 万円
3　 披 治療勘助が6 月以上 1年未満の場合 1 0万円
4　 級 治療朗蘭が3 月以上 6月未満の場合 5万円
卓　 抜 治療朗闇が 1月以上 3 月未満の場合 2 万円

6　級
治療胡蘭が 1週蘭以上 1月未満の場
A 5干円
ロ

7　 級 ．治療胱闇が 1週蘭未満の場合 2千円
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小長井町一般会計・特別会計決算承認可決さる

小
長
井
町
議
会
は
、
去
る
一
月
三
十
一
日
の
議
会

で
昭
和
四
十
二
毎
度
小
長
井
町
一
般
会
計
並
に
特
別

会
計
決
算
を
原
案
通
り
承
認
可
決
し
せ
し
た
。
但
し

農
業
共
済
会
計
決
算
は
九
月
二
土
石
の
議
会
で
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
て
お
り
せ
す
。

決
算
把
つ
い
て
は
、
町
監
否
零
貝
の
意
見
を
附
し

て
提
出
き
れ
て
お
り
せ
す
の
で
、
町
民
み
汝
さ
ん
の

判
断
の
資
料
と
し
て
、
町
の
財
政
の
く
み
た
て
及
び

私
た
ち
の
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
、
よ
く
と
ら
ん

く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
三
年
度
小
長
井
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
関
係

諸
帳
簿
、
証
書
類
を
審
空
し
た
の
で
意
見
書
を
次
の

通
り
送
付
し
せ
す
。

昭
和
四
十
四
庄
一
月
二
十
二
日

小
長
井
町
監
査
委
員
　
塚
　
副
久
雄

同
　
　
　
　
　
鏡
　
　
初
　
孝

記

「
審
査
即
日
　
十
一
月
二
十
四
－
十
一
月
二
十
」
ハ
白

ニ
、
審
査
場
所
　
小
長
井
町
役
場

三
、
審
査
し
た
決
算

山
昭
和
四
十
三
毎
度
小
長
井
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

加
持
別
会
計
国
民
健
節
操
除
歳
入
歳
出
決
算

刷
特
別
会
計
簡
易
水
車
戚
入
歳
出
決
算

四
、
審
盃
の
総
括
意
見

収
入
役
か
ら
町
長
に
対
す
る
決
算
捉
出
の
時
髄
は
、

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
、
即
限
内
に
正
確
に
決

算
事
務
を
終
わ
り
提
出
さ
れ
て
お
り
、
各
会
計
別
の

決
算
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
内
の
例
月
出
納
検
査

を
参
考
に
関
係
各
書
類
を
、
検
討
し
た
結
果
、
計
数

的
に
正
確
で
あ
り
、
昭
和
四
十
二
毎
度
決
算
を
適
正

に
表
示
し
て
あ
る
も
の
と
認
定
し
た
。

五
、
審
査
の
個
別
意
見

一
般
会
計

昭
和
四
十
三
毎
匿
の
歳
入
決
算
は
、
調
定
額
に
対

し
九
九
、
七
％
の
三
五
、
五
六
八
、
九
一
円
円
で
、
前
金

匿
よ
ゎ
三
五
、
五
％
増
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
地

方
交
付
税
で
占
め
ら
れ
、
町
税
収
入
も
調
定
額
の
九

九
、
七
％
と
一
C
O
％
に
近
h
税
収
で
は
あ
る
が
、
決

算
規
模
の
拡
大
に
反
し
町
税
の
占
め
る
割
合
は
毎
々

下
降
線
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
。
高
匿
経
済
成
長
時
代

に
、
小
長
井
町
民
の
所
得
の
伸
び
が
低
く
、
今
後
は

町
民
の
所
得
の
向
上
乏
凶
る
と
と
も
把
、
町
自
体
と

し
て
も
財
源
確
保
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
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三
月
1
日
か
ら

保
険
診
療
時
間
が
き
ま
り
ま
す

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

諌
早
医
師
会
で
は
、
医
療
機
関
の
近
代

化
医
学
進
歩
に
伴
う
研
修
時
随
の
確
保
、

川
病
気
加
療
中
で
時
間
外
に
悪
く
を
っ
た

思
考

。
患
者
の
都
合
だ
け
で
時
間
外
に
診
療
し

た
場
合
は
、
保
険
は
通
用
せ
雪
白
資
と

左
わ
毒
す
の
で
、
診
療
費
は
税
金
な
ど
の

関
係
で
保
険
で
か
か
る
医
療
費
の
約
倍
額

に
左
わ
毒
す
1

最
近
の
新
聞
・
紺
誌
に
は
、
食
品
公
害
と
か
う
そ

つ
き
食
品
の
記
事
が
目
立
っ
て
増
え
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
専
門
用
語
や
外

国
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
こ
と
ば

薬
の
急
性
毒
性
の
強
さ
を
示
す
数
値
。

こ
の
敷
地
は
小
さ
h
ほ
と
毒
性
が
恥

例
え
ば
、
ヰ
し
て
≠
旨
博
I
L
D
g

医
師
、
従
業
員
の
健
康
労
務
管
理
表
ど
の

た
め
、
三
月
一
日
か
ら
、
保
険
で
の
診
療

暗
闇
を
午
酎
九
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分

せ
で
と
し
、
交
通
事
故
や
急
病
な
ど
の
特

別
を
場
合
を
の
ぞ
も
時
間
外
の
保
険
診

療
は
し
左
い
こ
と
に
を
わ
せ
し
た
。

く
わ
し
く
は
つ
ぎ
の
と
お
少
で
、
皆
様
方

の
ど
協
力
を
お
願
ぃ
し
せ
す
。

保
険
診
療
時
胤

。
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
せ
で
、

た
だ
し
昼
食
時
闇
は
約
l
一
時
間
休
診
（
窓

口
に
表
示
し
雪
盲

。
農
繁
勅
な
ど
は
実
情
に
応
じ
て
時
間
を

伸
縮
し
せ
す
1

。
時
閣
外
保
険
診
療
が
で
き
る
似
合

国
父
通
事
故
を
ど
に
エ
る
急
病
人

何
時
閣
外
に
発
病
し
た
患
者

保
険
証
の
検
認
は
必
ず
受
け
よ
う

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

三
月
l
二
十
一
日
ま
で
で
す

食
品
公
害
の
記
事
を
読
む
と
き
に

（
用
語
　
の
　
解
説
）

昨
年
の
四
月
一
日
に
新
し
く
交
付
致
し

せ
し
た
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
間
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十

一
日
せ
で
と
を
っ
て
お
少
せ
す
P

従
っ
て
四
月
1
日
か
ら
は
無
効
と
を
乳

検
認
を
実
施
し
、
期
間
を
延
長
し
な
け
れ

ば
夜
わ
ま
せ
ん
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十
五
日
頃

か
ら
各
部
落
に
出
張
し
て
事
務
に
あ
た
る

予
定
で
す
が
、
く
わ
し
く
は
、
各
班
長
さ

ん
を
通
じ
て
連
絡
す
る
事
に
し
て
い
せ
す

の
で
、
も
れ
浸
く
検
印
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
左
記
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
う
れ

て
、
準
備
さ
れ
せ
す
様
に
連
絡
致
し
せ
す
1

一
、
各
病
院
（
小
長
井
町
内
の
病
院
も
含

む
）
に
お
h
て
お
ら
れ
る
保
険
証
は
収

寄
せ
て
お
く
蜜
1

一
、
出
稼
者
せ
た
鯵
学
中
の
者
に
交
付
し

て
、
使
用
さ
れ
て
ぃ
る
保
険
証
も
、
連

絡
し
て
取
寄
せ
て
お
く
塞
¶

一
、
ど
う
し
て
も
見
当
ら
て
再
交
付
の

申
請
を
さ
れ
る
人
は
、
警
察
署
の
紛
失

証
明
書
を
持
参
す
る
事
。

一
、
検
認
に
つ
ぃ
て
、
別
に
御
不
明
な
事

が
あ
れ
ば
、
保
険
係
せ
で
問
い
合
わ
せ

て
下
さ
h
。

6
U
d
9
8
U
6
U
§
6
り
6
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6
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6
り
＄
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6
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6
U
6
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8
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6
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6
U
8
リ
n
曾
∩
9
＄
§
§
§
G
リ
6
リ
n
9
6
リ
6
U
§
－
n
9
6
U
6
U
S
U
n
9
6
U
S
リ
S
U
§

遠竹小学校長　田

多
良
岳
特
に
、
小
長
井
町
・
高
来
け
の
火
山
岩
・

地
質
・
地
層
に
つ
い
て
今
後
継
続
し
て
調
査
し
盤

理
し
ェ
う
と
計
画
し
せ
し
た
。
同
好
の
士
の
御
協

力
を
お
願
ぃ
し
た
い
次
第
で
宅

L
　
玄
武
岩
・
安
山
岩
・
火
山
噴
出
物
帯
等
の
現

地
の
調
査
。

2
．
こ
れ
ら
の
岩
石
、
地
層
の
接
触
面
（
い
わ
ゆ

る
さ
か
い
め
）
の
誠
査
。

3
．
岩
石
群
特
有
の
地
形
・
気
象
の
変
化
の
有
無

と
生
物
の
種
類
と
分
布
。

4
．
こ
れ
ら
が
、
我
々
の
生
活
に
与
え
る
影
攣

効
果
、
そ
の
利
用
と
陶
発

少
し
、
目
標
が
大
き
す
ぎ
る
よ
う
で
す
彗
こ

れ
ら
を
か
か
げ
て
進
ん
で
み
た
ぃ
と
、
思
っ
て
ぃ

ま
す
旬

多
良
岳
の
地
形
概
説

多
良
岳
は
、
東
西
二
四
伽
、
南
北
三
四
肋
、
面

積
五
九
（
昆
皿
と
ぃ
わ
れ
、
規
模
と
し
て
は
、
富
士

山
よ
h
ヘ
ヤ
や
大
き
h
死
火
山
で
す
が
、
そ
の
高

さ
は
面
頓
に
比
べ
て
、
や
や
低
く
、
樫
ケ
岳
一
〇

七
大
れ
、
五
ケ
原
岳
一
〇
五
入
爪
、
多
良
岳
九
八

三
爪
で
一
〇
〇
〇
仇
内
外
の
低
平
な
大
山
で
あ
る
。

基
岩
に
つ
い
て

多
良
岳
の
基
盤
は
、
諌
早
、
大
村
南
部
、
嬉
野

付
近
に
分
布
す
る
古
第
三
紀
層
（
諌
早
層
群
と
称

せ
ら
れ
る
）
の
厚
層
は
砂
岩
皇
王
と
し
、
層
準
に

ょ
っ
て
は
、
泥
岩
皇
父
え
て
互
層
を
な
し
、
ま
た

薄
い
炭
層
を
狭
在
す
る
個
所
も
あ
る
。

こ
れ
を
被
覆
し
て
玄
武
岩
が
広
が
h
へ
中
腹
か

ら
頂
上
に
か
け
て
、
輝
石
安
山
岩
角
関
安
山
岩
が

分
布
す
る
。

中
学
生
の
頃
諌
早
市
内
の
「
う
ら
山
」
や
城

山
の
基
低
部
の
砂
岩
、
泥
岩
の
中
に
あ
る
、
木
の

葉
や
月
の
化
石
ほ
ヵ
に
熱
中
し
た
と
も
あ
っ
た
が
、

こ
の
辺
に
は
こ
の
露
頭
は
見
ら
れ
な
い
。

有
明
海
上
に
出
て
、
多
良
岳
を
遠
望
し
東
喝

鹿
島
側
の
山
の
斜
面
を
空
に
向
っ
て
延
長
k
反

対
側
の
諌
早
側
も
空
間
に
向
い
延
長
す
る
と
勇
大

宏
壮
の
火
山
が
想
像
で
き
て
、
楽
し
h
も
の
で
あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

続

一

食

品

添

加

物

普

通

に

は

昭

和

2

2

年

に

定

め

ら

れ

た

食

品

衛

生

法

の

中

で

指

定

さ

れ

て

ぃ

る

『

化

学

的

に

合

成

さ

れ

た

添

加

物

』

を

h

い

ま

す

。

チ

ク

ロ

禁

止

前

の

そ

の

数

は

3

百

56

種

で

し

た

。

法

律

で

の

定

義

は

『

食

品

の

製

造

の

過

程

に

お

ぃ

て

、

せ

た

は

食

品

の

加

工

、

も

し

く

は

保

存

の

目

的

で

食

品

に

添

加

、

混

和

、

浸

潤

そ

の

他

の

方

法

に

ょ

っ

て

使

用

す

る

も

の

』

と

を

っ

て

い

せ

す

勺

化

学

的

に

合

成

さ

れ

て

い

な

い

一

例

え

ば

砂

糖

や

食

塩

な

ど

天

然

物

を

原

料

に

し

た

も

の

は

、

法

律

で

は

添

加

物

と

は

呼

び

せ

せ

ん

。

せ

た

、

粉

、

ミ

ル

ク

に

せ

じ

っ

た

ひ

素

で

中

毒

を

ぉ

こ

し

た

垂

件

が

あ

ゎ

毒

し

た

が

、

食

品

に

製

塩

っ

て

混

入

し

た

も

の

も

添

加

物

と

は

呼

び

せ

せ

ん

。

2

W

H

O

（

世

界

保

健

機

関

）

国

連

の

機

関

の

l

つ

。

保

健

衛

生

に

関

す

る

国

際

活

動

を

調

整

す

る

と

こ

ろ

で

、

薬

品

・

予

防

ワ

ク

チ

ン

の

基

準

を

定

め

た

ゎ

、

医

学

の

研

究

を

進

め

る

と

こ

ろ

。

本

部

は

ス

イ

ス

の

ジ

ュ

ネ

ー

ブ

3
F
A
O
（
世
界
食
糧
農
義
関
）

こ
れ
も
国
連
の
機
関
の
l
つ
。
各
国
の

農
業
、
杯
螢
彗
漁
業
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
物

の
増
産
を
授
助
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

配
分
や
栄
養
の
改
善
に
も
つ
と
め
て
い
る
。

寺
部
は
イ
タ
リ
ア
の
。
－
マ
。

d
摂
取
許
容
量

人
胤
が
食
べ
て
も
憩
ぃ
結
果
が
お
こ
ら

な
ぃ
と
認
め
ら
れ
る
穀
大
風
馬

食
品
（
添
加
物
）
の
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
、
そ
れ
を
動
物
に
一
生
涯
与
え
て
、

そ
の
彫
髄
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

子
に
及
ぼ
す
影
ぜ
や
発
ガ
ン
夜
ど
を
調
べ

ま
す
。
こ
う
し
て
、
動
物
に
悪
い
作
用
は

な
h
と
い
う
最
大
量
を
求
め
、
こ
の
百
分

の
1
が
人
乳
の
摂
収
許
等
量
と
決
め
ら
れ

る
。
（
も
の
に
よ
っ
て
は
、
2
百
分
の
l
、

2
百
5
0
分
の
1
の
こ
と
も
あ
る
。
）

こ
の
百
分
の
1
と
ぃ
う
数
字
は
、
①
人

胤
は
芙
鹸
動
物
に
く
ら
べ
て
1
0
分
の
l
の

担
仇
力
し
か
な
い
。
②
さ
ら
に
病
人
や
子

ど
も
は
、
健
跳
な
お
と
を
に
く
ら
べ
て
1

0

分
の
1
の
抵
抗
力
し
か
夜
い
。
こ
の
2
つ

を
考
え
あ
わ
せ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

5
使
用
基
準

食
品
添
加
物
の
使
用
に
際
し
て
の
量
や
、

添
加
す
る
食
品
の
管
き
め
で
、
W
H
O

や
F
A
O
の
基
準
を
も
と
に
、
各
国
が
そ

れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。

わ
が
国
で
現
在
（
チ
ク
ロ
禁
止
融
）
使

用
基
準
が
も
う
け
ら
れ
て
ぃ
る
の
は
、
2

百
3
0
品
目
で
、
毒
性
が
ほ
と
ん
ど
な
ぃ
サ

ッ
カ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
エ
う
に
、
量
も

使
用
食
品
も
制
限
せ
ず
、
自
由
に
使
用
で

き
る
も
の
が
百
2
0
余
り
あ
る
。

こ
の
基
準
は
、
そ
の
食
品
を
普
通
ど
の

程
度
食
べ
る
か
、
添
加
物
の
毒
性
の
強
さ

は
ど
う
か
の
2
点
を
基
礎
に
し
て
決
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
人
間
は
1
日
に
2
つ
以
上

が
新
し
く
作
り
出
さ
れ
た
り
、
サ
イ
ク
ラ

ミ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
い
わ
ゆ
る
チ
ク
ロ

の
一
つ
で
あ
っ
て
み
た
り
…
…
て
読

む
人
の
頭
を
混
乱
さ
せ
、
正
し
く
伝

わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
記
事
の
理
解
を
す
す
め
る

た
め
に
、
た
び
た
び
使
わ

れ
る
用
語
を
説
明
し
ま
す
。

の
食
品
を
食
べ
る
の
が
白
熱
で
、
そ
の
た

め
、
基
準
を
決
め
る
と
き
咤
　
こ
の
点
も

考
え
あ
わ
せ
て
、
か
を
少
佐
h
と
こ
ろ
に

押
え
る
の
が
普
通
で
す
七

＼
k
こ
誅
□
．
W
ヾ
丁
）
．
ご
T
q
‥

撃
岩
ぎ
∵
喜
卓
よ
（
鮮
窯
欝
．

薄
口
．
U
．
ヾ
丁
）

の
2
つ
の
保
存
料
を
く
ら
べ
る
と
、
サ
リ

チ
ル
骸
の
毒
性
が
非
柏
K
強
く
、
ソ
ル
ビ

ン
酸
の
1
0
倍
ぐ
ら
h
あ
る
と
ぃ
う
こ
と
に

な
る
。9

　
P
 
P
 
M

I
P
夕
凪
は
百
万
分
の
1
。
「
ス
ズ
合

否
尋
妄
竺
と
智
い
て
あ
れ
ば
、
食

品
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
1
5
0
、
ミ
リ
グ
ラ

d

　

自

　

然

　

食

自
然
食
に
つ
ぃ
て
の
定
義
は
を
く
、
人

そ
れ
ぞ
れ
に
触
っ
て
い
せ
す
が
、
『
生
括

学
校
』
3
3
号
に
よ
れ
ば
、
次
の
3
つ
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
い
せ
す
1

①
原
材
料
に
な
る
農
産
物
や
産
物
に
h

っ
さ
ぃ
ク
ス
リ
を
蚊
わ
左
い
天
然
の
も
の

を
使
用
す
る
こ
と
。

②
加
工
段
階
で
、
せ
っ
た
く
食
品
添
加

物
を
使
用
し
を
h
こ
と
。

④
ぁ
く
せ
で
〃
普
通
の
食
品
〃
で
あ
る

こ
と
。

以
上
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
非

常
に
少
な
く
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
ケ
チ

ャ
ッ
プ
夜
ど
で
は
自
然
食
は
ま
ず
左
h
こ

と
に
夜
る
。

ム
の
ス
ズ
が
合
せ
れ
て
ぃ
る
と
ぃ
う
こ
と

3
0
2
5
2
0
15
1
0
0
5
0
0

7
純
正
食
品

こ
の
定
義
も
あ
ぃ
せ
ぃ
で
す
。
要
は
不

純
不
正
で
左
h
食
品
で
、
原
材
料
に
つ
い

て
は
自
然
食
ほ
ど
き
び
し
く
問
題
に
し
な

い
で
、
製
造
工
杜
で
添
加
物
を
ま
っ
た
く

使
り
て
い
な
い
か
、
良
心
的
に
最
少
限
に

使
用
を
押
え
て
ぃ
る
食
品
…
・
・
と
い
う
の

が
一
般
の
受
け
と
ゎ
か
た
で
す
1

8
L
D
5

0

冥
験
動
物
の
半
分
が
死
ぬ
壷
の
こ
と
で
、

1 3 0　 消 費 者 物 価 指 数 の う ご き　 順 崎 市 一 稔 合 ）　　　 12 9・0 1 2 8・2 12 7 ．3

1 2 5

1 2 0

1 1 5

1 1 9・0 1 2 1・9 1 1 9 ・1 1 2 1・4 1 2 3・1 ・12 1・9 1 2 4．O 1 2 5・0 1 2 7 ・5

1 1 6 ・5　　 11 8 ．9　 11 9．6　 12 0 ・6　 12 3・3　 12 1・5

1 1 0 総 理 府　 統 計 局

10 5 昭 和 40 年 平 均 ＝ 100 と し た 指 数

100 1 0 0 ■

l l l l l l l l　 t　 －　 ■　 ■　 一　 －　 1　 t　 l l l l l

楷

数 年

月

岬　 昭

40　 43　　　　　　　 岬

平　　　　　　　　　　　　　　　　　 44

均　 7　 8　 9 1 0 1 1 1 2 1　 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 9 1 0 1 1 1 2

（
子
ど
も
）
い
つ
も
の
な
れ
た
と
お
り
で
も

た
だ
し
く
あ
る
い
て
　
た
だ
し
く
お
う
だ
ん



四昭和45年3月20日　　　　　　　　　　　　　小　長　井　町　公　民　館　報

長
里
小
学
校
校
内
読
書
感
想
文
入
選
作
品
集
よ
り

「
こ
の
つ
ぎ
な
あ
に
」
を
よ
ん
で

一
ね
ん
　
ふ
じ
わ
ら
け
ん
じ

山
の
中
に
お
じ
い
さ
ん
と
、
む
す
こ
と

す
ん
で
い
ま
し
た
。
む
す
こ
は
、
町
へ
い

き
た
い
と
思
い
せ
し
た
。
そ
し
て
む
す
こ

は
、
お
じ
い
さ
ん
に
「
町
へ
い
か
せ
て
く

だ
さ
い
上
と
い
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん

は
、
は
し
を
　
お
い
て
、
「
い
く
の
か
ね
山

と
き
き
ま
し
た
。
む
す
こ
は
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
夜
ん
ね
ん
も
た
ち
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
さ
び
し
く
て
さ
び
し
く

て
し
ん
で
し
ま
い
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

町
へ
い
っ
た
む
す
こ
は
な
ん
と
も
い
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
ぽ
ん
の
こ
と
で
し
た
。
お
じ
い
さ
ん

が
ね
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
と
ぐ
ち
の
と

を
だ
れ
か
が
「
ト
ン
ト
ン
」
と
た
た
き
せ

し
た
じ
お
じ
い
さ
ん
が
、
と
を
あ
け
る
と

大
き
を
足
が
出
て
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
は
び
っ
く
り
し
て
ヘ
ヤ
へ
か
け
も
ど
る

と
、
あ
た
ヰ
仇
か
ら
ふ
と
ん
を
か
ぶ
る
と
、

「
ぶ
る
ぶ
る
ぶ
る
」
「
こ
ら
あ
、
た
べ
も

の
を
だ
せ
。
だ
さ
な
い
と
お
せ
え
を
あ
た

ま
か
ら
べ
ろ
ヵ
と
た
べ
て
し
ま
う
そ
ピ
お

じ
い
さ
ん
は
お
に
ぎ
ゎ
を
つ
く
っ
て
い
る

と
、
よ
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
お
お
に
ゅ
う
ど
う
に
は
、
し
つ
ば
が

は
え
て
い
ま
し
た
。
「
た
ぬ
き
め
、
よ
く

も
お
ど
か
し
た
夜
。
お
ぼ
え
て
ろ
ピ
お
じ

い
さ
ん
は
、
か
ん
が
え
ま
し
た
。
「
ま
て

ま
て
、
ひ
と
り
ほ
っ
ち
の
わ
し
の
う
ち
へ

せ
っ
か
く
き
て
く
れ
た
の
だ
。
う
ん
と
こ

わ
が
っ
て
や
ろ
う
止
そ
れ
か
ら
た
ぬ
き
は
、

へ
び
や
お
に
夜
ど
に
ば
け
て
、
お
じ
い
さ

ん
の
う
ち
へ
き
て
お
ご
ち
そ
う
を
た
べ
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

と
お
い
町
へ
、
は
た
ら
き
に
い
っ
て
い
た

む
す
こ
が
　
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
町
へ
み
ん
夜
で
ひ
っ
こ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
た
ぬ
き
に
手

が
み
を
か
き
ま
し
た
。
「
ば
か
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
封
か
げ
で
さ
び
し
い
の

が
、
な
お
っ
た
よ
。
ば
け
る
と
き
に
は
、

し
っ
ぽ
に
気
を
つ
け
を
さ
い
ど
た
ぬ
き
は

い
せ
ま
で
の
こ
と
を
あ
や
せ
ろ
う
と
お
も

っ
て
、
そ
の
ま
ま
の
す
が
た
で
、
い
っ
た

の
に
、
手
が
み
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
ぽ

ろ
ぽ
ろ
な
み
だ
を
夜
が
し
ま
し
た
。

た
ぬ
き
は
、
よ
い
お
じ
い
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
ば
け
て
い
っ
た
の
で
、
こ
ろ
さ
れ
夜
く

て
す
ん
だ
の
で
よ
か
っ
た
と
お
も
い
ま
し

た
。
た
い
へ
ん
こ
こ
ろ
の
や
さ
し
い
お
じ

い
さ
ん
だ
左
あ
と
封
も
い
ぜ
し
た
。

新
入
学
児
童
を
も
つ
家
庭
の
方
々
へ

な
れ
な
い

登

　

校

自
衛
官
募
集
中

新
入
学
児
童
に
つ
い
て
は
、
本
紙
新
年

号
に
氏
名
を
掲
載
、
入
学
に
つ
い
て
の
心

構
え
に
つ
い
て
、
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。
既
に
各
校
区
毎
に
学
校
に
お

集
り
い
た
だ
き
、
身
体
検
査
、
知
能
テ
ス

ト
も
終
わ
り
、
教
育
委
員
会
、
学
校
の
受

入
態
勢
は
総
て
完
了
、
た
だ
入
学
を
待
つ

は
か
カ
に
怒
っ
て
ざ
ク
ま
す
。

N
H
反
結
合
テ
レ
ビ
で
は
「
き
ょ
う
の
僻

康
」
で
三
月
二
日
～
七
日
ま
で
五
日
胤
、

特
に
「
新
入
学
を
前
に
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
放
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
覧
に

売
っ
た
方
も
あ
る
と
思
い
せ
す
が
、
放
送

が
午
鮪
十
一
時
～
同
二
十
分
。
午
後
五
時

三
十
五
分
⊥
伺
五
時
五
十
五
分
で
す
か
ら
、

特
別
的
に
ご
覧
に
な
ら
れ
な
か
っ
た
方
が

大
多
数
で
は
な
い
か
と
思
い
せ
す
。
記
者

（
私
）
自
身
も
見
て
軒
力
ま
せ
ん
。

新
入
学
児
童
を
も
つ
家
庭
で
は
、
申
す
ま

で
も
貴
く
、
い
ろ
い
ろ
の
準
備
と
子
供
へ

の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
九
か
年
別
と
い
う
長
い
義
務

教
育
に
堪
え
て
行
か
ね
ば
怒
り
さ
岳
ん
。

家
庭
で
の
過
保
護
の
状
態
か
ら
学
校
と
い

う
集
団
生
活
に
移
行
す
る
た
め
、
児
童
の

精
神
的
。
肉
体
的
負
担
は
大
変
な
も
の
が

あ
h
イ
で
す
。
入
学
の
最
初
が
最
も
大
切
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
儲
吉
を
弄
す
る
よ
う

で
す
が
、
も
う
l
監
可
愛
い
子
供
の
た
め

最
善
の
心
づ
か
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
入
学

さ
れ
ま
す
よ
う
祈
ト
て
で
す
。

‥

∵

∴

防
衛
庁
で
は
つ
ぎ
の
賓
観
に
よ
カ
、
陸

海
・
空
目
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格
一
八
才
以
上
～
二
五
才
未

満
の
男
子

○
申
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

小
長
井
町
役
場
総
務
課

0
願
書
毎
日
受
付
け
て
い
ま
す
。

採
川
後
は
特
別
職
国
家
公
務
員
で
初
任

給
二
万
五
〇
〇
円
（
こ
の
ほ
か
現
物
給

与
月
約
l
一
万
円
相
当
が
あ
ゎ
、
実
質
約

四
万
円
）

総
合
婦
人
学
級
で
l
日
を
楽
し
く
勉
強

冬
期
総
合
婦
人
学
級

開
催
さ
る

小
長
井
町
婦
人
会
「
一
〇
〇
人
の
会
員

は
、
十
五
婦
人
学
級
を
教
育
委
員
王
催
で

開
設
。
年
間
学
習
計
画
に
よ
り
、
勉
強
し

て
お
力
ま
す
が
、
こ
の
学
習
を
更
に
深
め

る
た
め
、
学
級
生
が
一
堂
に
会
し
、
去
る

二
月
二
十
六
日
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、

浜
屋
デ
パ
ー
ト
総
務
部
長
、
長
門
貞
美
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
消
費
生
活
た

つ
い
て
」
講
演
を
聞
き
、
二
百
人
の
学
級

生
が
熱
心
に
勉
鼓
し
ま
し
た
。

講
演
要
旨

日
本
経
済
の
成
長
は
め
ざ
ま
し
く
、
や

が
て
世
界
第
t
に
売
る
日
は
そ
う
遠
く
な

い
だ
ろ
う
か
ら
始
ま
わ
、
商
品
を
売
る
立

場
か
ら
、
売
る
仙
の
い
ろ
い
ろ
表
内
幕
を
、

例
え
ば
特
価
品
、
広
嘗
物
等
の
内
幕
等
我

々
消
敢
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
聞
く
こ
と

ば
か
ゎ
で
、
今
後
渦
〓
m
を
購
入
す
る
と
き

の
参
考
と
な
っ
た
。
尚
消
費
者
は
売
力
主

に
対
し
て
は
、
王
様
て
あ
る
か
ら
、
私
が

今
受
話
し
た
こ
と
を
、
参
考
に
い
ろ
い
ろ

の
商
品
に
つ
ぃ
て
今
後
学
級
生
の
皆
さ
ん

は
・
買
物
上
手
に
な
る
よ
う
勉
強
し
て
下

さ
い
と
結
ば
れ
、
一
同
熱
心
に
講
演
に
耳

を
か
た
む
け
ま
し
た
。

午
後
は
国
体
映
画
を
鑑
賞
し
一
日
を
有

意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

第
十
二
回
県
下
市
町
村

対
抗
駅
伝
大
会
に

力
を
発
揮
し
た

小
長
井
町
青
年
団

県
下
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
は
、
県
下

青
年
団
二
三
チ
ー
ム
の
精
鋭
が
、
去
る
二

月
一
五
日
時
津
町
に
集
せ
カ
、
時
津
町
琴

海
観
光
セ
ン
タ
ー
・
・
′
・
琴
海
町
大
江
橋
折
返

し
、
六
区
別
ニ
ー
九
。
二
伽
で
朝
を
競
い
、

今
ま
で
ど
う
し
て
も
十
位
の
壁
を
突
破
出

光
夜
か
っ
た
が
、
選
手
の
脊
起
と
青
年
団

挙
げ
て
の
応
援
に
よ
り
、
昨
年
の
記
録
を

三
分
も
短
綿
、
見
事
九
位
を
挫
持
し
ま
し

た
。
青
年
団
、
選
手
の
麒
闘
を
た
た
え
る

と
と
も
に
来
年
は
更
に
上
位
入
賞
を
別
し

て
、
今
か
ら
練
習
に
枯
臥
さ
れ
ん
こ
と
を

切
望
し
摩
す
。

青
年
団
冬
期
総
会
開
催

四
十
四
年
鑑
青
年
団
活
動
も
終
わ
り
に

近
づ
き
、
活
動
と
し
て
の
大
き
な
行
事
て

あ
る
、
冬
親
総
会
を
去
る
三
月
一
日
的
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
町
長
か
ら
祝
辞
。
激
励
の
こ
と
は

を
戴
き
、
会
計
。
会
務
・
監
糞
報
菖
等
が

行
な
わ
れ
、
凶
体
で
忙
し
か
っ
た
過
去
一

か
年
皿
を
振
り
か
え
っ
て
報
告
を
終
わ
り

ま
し
た
。

続
い
て
木
目
の
講
帥
児
塵
少
百
年
セ
ン
タ

ー
所
長
　
橋
本
忠
典
先
生
の
「
青
年
団
に

加
入
し
て
ヴ
習
活
動
を
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
」
の
講
演
を
鋤
き
ま
し
た
。

講
浜
要
旨

青
田
松
陰
の
「
松
下
村
塾
」
塾
生
は
、

最
年
少
十
三
才
か
ら
敬
重
二
十
八
才
の
若

い
二
十
放
名
の
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

＝
h
い
青
年
運
が
学
習
・
討
議
を
行
な
い
、

明
治
維
新
推
進
の
中
心
勢
力
と
な
り
、
日

本
の
近
代
国
家
基
礎
の
原
動
力
と
そ
っ
た
。

戦
後
日
本
の
経
済
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

三
Ⅴ
時
代
、
三
P
時
代
と
文
化
・
科
学
は

進
ん
で
行
き
ま
す
。
松
下
村
塾
の
塾
生
が

明
治
維
新
の
推
進
力
と
夜
っ
た
如
く
、
若

い
青
年
団
の
皆
さ
ん
が
百
年
学
級
。
サ
ー

ク
ル
等
を
適
し
て
絶
え
ず
学
習
。
討
議
し

こ
の
学
習
の
中
か
ら
新
し
い
、
す
は
ら
し

い
日
本
の
将
来
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。
か

か
る
が
故
に
青
年
団
の
学
習
活
動
が
大
切

で
あ
ゎ
、
又
意
義
が
あ
ゎ
ま
ナ
っ

隼
皿
中
の
行
軍
を
終
わ
カ
、
午
後
会
場

を
体
育
館
に
移
動
。
支
部
対
抗
の
卓
球
大

会
を
親
船
一
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

卓
球
大
会
の
成
績

男
　
子

▽
新
入
学
児
童
を

▽
交
通
事
故
か
ら

▽
守
り
ま
し
ょ
う

四三準使

位位圧勝

末
　
位

五
　
位

女
　
子

優
　
膨

準
優
膳

三
　
相

牧田長途井小
チ　加∴里竹崎　ケ
Ⅰチ　チ　チ　チ　棚
ム　l I I l　チ

ム　ム　ム　ム　l

、－－†一　　　　　　ム

同
率

三
C
時
代
に
は
い
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
、
よ
凹
・
位

りイ乙小遠井
r　ケ　竹1喧
1浦　チ　チ
ム　チI l

l　ム　ム
ム

谷
口
船
喜
さ
ん
の

遺
族
か
ら

社
会
福
祉
事
業
に

金
一
封

舟
津
名
本
日
如
意
貫
ん
は
身
体
並

び
に
精
神
瞳
治
あ
た
め
大
村
共
立
病

院
に
入
院
中
で
あ
ゎ
ま
し
た
が
、
去

る
二
月
十
日
遂
に
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
た
ひ
叔
父
谷
口
‥
型
二
さ
ん
か

ら
生
前
故
人
に
お
よ
せ
戴
い
た
皆
は

の
御
軍
憲
に
感
謝
の
意
味
を
も
っ
て

社
会
福
祉
事
蓑
の
た
め
金
一
封
を
御

寄
附
下
さ
い
ま
し
た
。
藍
に
深
く
故

人
の
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
と
共
に
御

遺
族
の
御
厚
意
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
こ
び

出
生
者
（
二
月
分
）

出
生
名

江
口
し
の
ぶ

田
川
慎
一
郎

山
口
さ
ゆ
り
′

江
越
　
暢
宏

義　　　揖保
務正　　蓮

昭　　　　他者

原
口
　
　
浩
　
　
隆

死
亡
者
（
二
月
分
）

一
松
崎
竹
之
助
一
助

一
谷
口
　
船
畠

．
中
尾
　
ト
キ
　
ミ
チ
エ

母突父告春　着寿孟春安倍
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